
日本赤十字社 岐阜赤十字病院 院長 中村 重徳 先生

特別講演（14:10～15:40）

座長：日本赤十字社 岐阜赤十字病院
甲状腺・糖尿病内科 兼 医療社会事業部 部長 伊佐治 真子 先生

『糖尿病診療アップデート
〜 患者教育に求められる知識とスキルを中心に〜』

演者：関西電力医学研究所 副所長
京都大学大学院医学研究科 糖尿病･内分泌･栄養内科学

特定准教授矢部 大介 先生

主催 ： 興和創薬株式会社
後援 ： 岐阜県糖尿病対策推進協議会（申請予定）

※会場にて軽食（お弁当）をご用意しております <情報交換会はございません>
日本糖尿病療養士認定機構より 第2群0.5単位を申請中です。
日本糖尿病協会療養指導医取得のための講演会として認定取得を予定しております。
岐阜県CDEネットワーク認定 講演・研修会として1単位の取得を予定しております。
参加費は1,000円です。参加には事前申込が必要です。
問合先：興和創薬担当者まで。E-mail: gifu2015@yahoo.co.jp

開会の辞（14:00～14:10）

謹啓 時下先生方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、この度新たに明日からの実臨床に役立てられるように糖尿病臨床をわかり易く勉強する
会を企画いたしました。ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、ご参加賜ります様よろしく
お願い申し上げます。 謹 白

記

日時:2017年7月15日（土）14：00〜15：40
会場:日本赤十字社 岐阜赤十字病院 講堂（南館2階）

岐阜市岩倉町3丁目36番地 TEL：058-231-2266（代表）

【演者より】糖尿病は合併症出現まで自覚症状が乏しく、治療を拒む患者が多いため、受療
者は依然6割にとどまり、 より厳格な血糖コントロールが必要な若年層の継続受診者は4割し
かいません。こうした問題を解決するためには、一定の質を担保した糖尿病教育・ 支援の均
てん化が喫緊の課題です。 本講演では糖尿病教育プログラムの現状と課題を振り返り、 日本
糖尿病協会が開発、推進する教育ツールを紹介すると共に、 糖尿病患者の教育、支援につい
て皆さんと一緒に今一度考えたいと思います。


